第１２回大阪府新公会計制度アドバイザー会議　議事要旨
日　時：平成２２年６月２２日（火）１０時から１１時４５分
場　所：新別館北館４階　職員会議室８
出席者：新公会計制度アドバイザー（小幡寛子氏、清水涼子氏）

会計局長ほか、新公会計制度グループ員６名

【減損会計について】

アドバイザーの主な意見
· 減損会計に関する取扱要領を別に定めて、細則はそれによる旨を財務諸表作成基準の本則又はその運用に規定。
· 減損会計の対象範囲の定め方については、対象を限定列挙するか、公有財産全体として作成基準で定めるものは除くという方法とするか検討すべき。ソフトウェアについては対象になるようにすべき。
【財務諸表作成基準について】
アドバイザーの主な意見
· 販売用不動産に係る評価方法については、後日ご説明いただきたい。
· 附属明細表で時価を開示する「売却が可能な固定資産」について、大阪府としての定義を設けてはっきりさせる方が望ましい。
· 引当金、出資金、貸付金及び地方債に係る附属明細表について、別途作成される単式会計の決算書にあるから省略とはせずに作成いただきたい。

【最終報告について】
· アドバイザーの主な意見
· 最初に設定する目的に対して、こういう結果が得られるとともに、こういう活用もできるという構成にしていただきたい。
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